
G P C C 報 告

東京農工大学工学部

小谷 善行

1.「 8バ ズル空間の直径」

このタイ トルが 1986年 の GPCCの B級 問題である。 8パ ズルは探索の例題によく用いられる
もので、

3X3の 大 きさの盤に異なる 8個 の駒を置 く。 残 った 1ま すの空き地に縦横に隣合った駒をず
らしていくことができる.そ してある配置から始めて、特定の配置にせよ

というスライドプロックパズルのもっとも単純なもののひとつである。 CPCCの 問題はこのパズル
において、

1回 のずらしを距離 1と して、 もっとも遠い二つの局面の組と、

その間の距離を求めよ (こ の距離を直径 ということにする)

というものであった。

この問題は前回のシンポジウムの GPCCに おいて、 斎藤隆文氏にお願いして、 bit誌 (共 立出
版 )の ナノビコ教室欄に出すことになった (El],E2])。  その結果、 この問題は斎藤氏自身と解答者
である岡田好一氏により完全に解決 した。 直径は 31で あった.方法は横型探索 (breadth‐ first s
earch)に よる.そ の一部始終は[2]に あるのでここでは略す.下 に直径の両端の局面を引用 しておく。

『巨離 31
<=======>

図 1。 8バ ズル空 間の直径

こうして 3X3は 解決 してしまった。 こうなると次の目標は 4× 4つ まり 15パ ズル (下 図)の 空間
の直径である。
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図 2。  15パ ズル
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[2]の 最後 に

「局 面数 は 16!≒ 1。 OX 1 013も あ り、 今の計算機 では まず無理 であ ろう。 3X4の 11
バズルな ら、 なん とかな るか も しれ ない 。・ 。」

とある。 こ うい う方 向 もある。

また、 15パ ズル の直径の上限・ 下 限 を しぼ ってい くとい う方向 もあ る。 図 2の (b)と (c)の よ うに、

空 きますをな るべ く中央 に して 180度 回転 した局 面の組 を考 える。 各駒 の距離 の総和 は この場合 6
2で あ る.当 然 直径 は この下 限以上 で あ る。 な お、 nXnの ますの ときの この下限の一般式 は
「 nが 奇数 な ら n3_n、 偶数 な ら n3_2」

で ある.(こ うみ ると直径 は 100前 後 とな りそ うであ る )。
15バ ズル を解 くひ とつの アル ゴ リズムを作 るとする。 そ うす ると、 その アルゴ リズムによる解の

手 数の最大値 は、 直径のひ とつの上限 にな る。

2.カ ルキュレーション

GPCCの A級 問題 は

「カル キ ュレー シ ョンとい う トランプの ひ と り遊び を うま く行 うプログ ラムを作 ること」

である.こ れほど熟練者と初心者の違いが大きいひとり遊びはない、 というほどカルキュレーション

は高度なパズルである.

カルキュレーションのルールについてはは [3]・ 口 ]に あるので略す。 四つの列 _

1,2,3,4,5,...,K   2,4,8,10。 Q。 .。 ..K   3.699,Q,2...。 9K   498,Q,3070。 。。。K

を作る遊び、 と書けばご存 じの人は思い出すであろう。 カルキュレーションのプログラムは SYST

EM5氏 による[4]が 基本ないしは古典になっており、 ほぼ 60パ ーセン トの成功率を達成 している.

次のものもこれをベースにしているようだ.

静岡大学の桂川浩氏からお手紙があ り、猪飼、孫、桂川の 3氏 がプログラムを作 り、 おのおの

720/1000, 70/100。 65/100

という成功率を得たとのことであつた (成 功回数/全 回数 )。 そこでは「基本的には s tackの どこに

おくか foundationの どこにおくかをカー ドをめ くった時点で予定する」方式だそうである。 その後

の改良など、詳 しくは本シンポジウムに猪飼秀隆氏の発表があるので、 そちらを参照していただきた

い.

また、古川竹四郎氏からお手紙があ り、 目下 800パ ーセン トの成功率で、 90パ ーセン トにするの

は計算時間が問題になる、 とのことであった。 1月 までにはその詳細な情報を頂けると思 う.ま た、

同氏は 13年 以上も前からこの遊びを研究 していたとのことで、呼び名も違 っていて「スタック」と
いい、用語も全然違 っていたそうである。 この遊びの起源も知 りたいものである。

ランダムなカー ド列を生成するプログラムを示す (乱 数はよくないが、直前のカー ド列を並べ替え

るようにしているので十分ランダムになっていると思 う)。 これにより、同一のカー ド列に従 って成

功率の競争ができる。
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IO PRINT ''CALCULATION TEST SEOUENCES''

I5 DII'I CARD(52)

20 FOR N=l T0 52 : CARD(N)=N : tiEXT N

25 RAN=l

30 FOR T=l T0 100

35 PRINT: PRINT T;TAB(5);": ":
40 FOR N=l T0 Sl

45 RAN=( lgtRAN)t,lOD 99r r R=N+(Rln ill]D(53-N))
50 tl=cARD(N) : cARD(N)=cARD(R) : cARD(R)=hr

55 pR I NT I'il t)$("A23456?8gTJQK", (CARD( N ) - t )l,tou
60 NEXT N

65 NEXT T

70 END

13+1,1);

以上、 今 後 もこれ らの問題 の作成 ◆改良につ いて、 また、 カル キュレー シ ョンに ついて上のプログ
ラムに よるカー ド列 に よる成 功率 につ いても下記 に報告 され ることをお願 いす る。 また、 新 しい課題
も募集 す る。

〒 184小金 井市中町フ‐24‐ 16 東京農工 大学工学 部数理情報工学科  小谷善 行
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